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集中周知期間の取り組み

◆ G20大阪サミット開催までの期間を「集中周知」「理解促進」「参画」の３つのステージに分け、各々のステージにあわせ
た広報に今後取り組む

◆集中周知期間には、「サミット開催日」や「大阪での開催意義」を住民・事業者に呼びかける

◆サミット１年前の６月２８日を目途に、以下の取組みを展開

第一弾ポスター・リーフレットの作成  協議会ＨＰの立上げ

 キック オフ フォーラムの実施  サミット開催期間中の催事への協力・配慮依頼（企業向け）

◆今後、時宜に合わせた広報は以下を予定

・第２弾（理解促進）：各種行事案内や宿泊予約案内等について、様々な手法による理解・協力の呼びかけ
・第３弾（参画）：開催直前に、成功に向けた機運盛り上げや各種規制情報を提供
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• サミットの開催を周知するため、第一弾ポスター
及びリーフレットを6月中旬から掲出・配架

• 配付先
関西広域連合の構成府県市、大阪府・大阪市及び
市町村の関係各所、民間企業

• 配付数
ポスター１万枚
リーフレット３万枚

• その他、府政だより、
区政だより（大阪市）へも
記事を掲載

ポスター （Ｂ２版縦）

開催周知ポスター等の掲出・配架

• これまで、府市ＨＰを通して、協議会情報を発信してい
たが、このたび両団体のHPを統合し、「協議会ＨＰ」を
開設（６月２８日）

• 地元向けにイベント情報や規制情報を掲載し、一部内容
は多言語化を予定

• 協議会として、サミット関連情報の総合的・体系的な情
報発信が可能に

協議会ＨＰの開設

URL:https://www.2019-g20-osaka.jp/index.html
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G20大阪サミット１年前
キックオフフォーラムの実施

１．目的

• 協議会主催のフォーラムを実施

• サミット開催一年前を契機に、住民・事業者に対し、会長
（松井大阪府知事）及び会長代行（吉村大阪市長）より、
安全・安心の確保や万全のおもてなしに向けて協力を呼び
掛けるとともに、サミットの開催意義を伝える

２．概要

日時：2018年6月28日

場所：大阪府咲洲庁舎 咲洲ホール

内容：会長・会長代行挨拶
G20大阪サミットの概要説明
岡村特任全権大使による講演

３．開催結果

参加者：250名（報道関係者：25名）

サミット開催時の催事協力
依頼

• サミット開催前後、会場及び首脳の宿泊ホテル周辺は、
催事等の開催に支障をきたす可能性がある

• 株主総会等の催事について、会場を予定されているホ
テル等と調整いただくよう、協力依頼を実施

【通知の概要】
• 標題：G20大阪サミット開催時における各社催事

について（お願い）

• 発信先
経済団体３団体会員企業

（公益財団法人関西経済連合会、大阪商工会議所、一般社団法人関西経済
同友会）

• 通知日
６月４日
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宿泊予約センターの設置
項 目 内 容

設置の意義

サミット開催時に大量かつ集中的に来阪するサミット関係者の宿泊先を、安定的か

つ効率的に確保・提供するため、サミットの宿泊業務を一元的に担う「宿泊予約セン

ター」を設置・運営

協議会において、

・旅行業に関する専門的な知識と豊富な経験を有する民間事業者を広く公募・選定

・選定した事業者と協定書を締結し、協議会の公認を付与

運営事業者 JTB、近畿日本ツーリスト関西、日本旅行３社のＪＶ

設置期間 2018年6月28日～2019年8月30日まで

取扱対象者 G20各国代表団、日本政府関係者、警備関係者（警察・消防・海保）、
国内外報道関係者、支援事業者（NTT・会議運営受託事業者等）

運営方法 宿泊者が運営事業者に支払う仲介手数料収入により運営（協議会の金銭負担は無し）

（※当運営方法は、これまでに日本で開催された大規模国際・国内会議では一般的）

取扱件数見込 一日あたり最大約２～３万人を想定（※伊勢志摩サミットでは最大約2.1万人）

4






